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（西暦）  2026 年  4 月  7 日 

【胆道閉鎖症】の診断、治療のため当院に入院・通院されていた

患者さんの診療情報を用いた臨床研究に対するご協力のお願い 

 

研究責任者 所属 小児外科  職名 部長 

氏名 畠山 理 

連絡先電話番号         

実務責任者 所属 小児外科 職名 部長 

氏名 横井 暁子  

 

 

このたび当院では、上記のご病気で入院・通院されていた患者さんの診療情報を用いた下記の研

究を実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。この研究を実施することによる患者さんへ

の新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨、小児外科 横井暁子までご連絡をお願いします。 

１ 対象となる方 

2016 年から 2025 年の間に当院で胆道閉鎖症に対する治療を受けた方 

２ 研究課題名  

胆道閉鎖症における生後 30 日以内手術の検討：尿中硫酸化胆汁酸スクリーニングによる紹介

と臨床像の解析 

３ 研究実施機関 

  当院研究責任者 兵庫県立こども病院小児外科 部長 横井暁子 

４ 本研究の意義、目的、方法 

目的 

尿中硫酸化胆汁酸（USBA）検査は日本では保険適用されており、一部地域では胆道閉鎖症の

新生児スクリーニングとして用いられています。胆道閉鎖症は生後 30 日以内の手術が理想とさ

れていますが、USBA に基づく紹介がこの期間内での手術実施につながっているかは明らかで

はありません。本研究の目的は、USBA に基づく紹介により診断された胆道閉鎖症症例におけ

る紹介時年齢および手術時期を明らかにするとともに、生後 30 日以内に手術が施行された症例

の特徴を検討することです。 

方法 

当院では、2016 年から 2025 年の間に、尿中硫酸化胆汁酸（USBA）の値が高いことをきっかけ

に当院へ紹介された乳児について、過去の診療情報を用いて検討を行いました。 

また、この期間に当院で治療を行った胆道閉鎖症のすべての患者さんについても検討し、特に

生後 30 日以内に手術を受けた患者さんに注目して、症状や超音波検査の所見の特徴を調べまし

た。 



 2 

 

５ 協力をお願いする内容 

初診時の年齢、胆道閉鎖症の診断の有無、受診時の便の色（記録がある場合）、および葛西手術

（肝門部空腸吻合術）を受けた時期等の診療情報をカルテから閲覧させていただきます。 

 

６ 本研究の実施期間 

倫理審査委員会承認後〜2026 年 6 月 13 日（予定） 

 

７ プライバシーの保護について 

本研究では、診療録から得られた情報を用いますが、解析にあたっては個人を特定できる情

報を削除し、匿名化した状態で取り扱います。研究結果は学会等で発表される可能性がありま

すが、個人が特定されることはありません。データは研究責任者のもとで厳重に管理し、研究

目的以外に使用することはありません。 

 

８ 外部への試料・情報の提供 

本研究で取得した情報は、研究目的の範囲内で当院においてのみ使用し、外部の機関へ提供す

ることはありません。 

 

９ お問い合わせ 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 

兵庫県立こども病院 小児外科部長 横井暁子 

電話 078-945-7300 

FAX  078-302-1023 

E mail yokoi_kch@hp.pref.hyogo.jp 

 

 

以上 


